
   第２学年 算数科学習指導案 

日 時  平成２０年１０月７日（火）５校時 

                                                対 象   ２学年 男４名 女５名 計９名 

                                                授業者  畠山 早苗 

１ 単元名 新しい計算を考えよう 

 

２ 単元の目標 

 ○乗法の意味について理解し、それを用いることができる。 

［関心・意欲・態度］ 

 ・乗法のよさに気づき、ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を用いようとする。 

［数学的な考え方］ 

 ・乗法九九が用いられている場合について、「１つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて全体  

の個数の求め方について考える。 

［表現・処理］ 

 ・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。 

 ・乗法九九（５，２，３，４の段）を構成し、確実に唱えることができる。 

［知識・理解］ 

 ・乗法が用いられる場合を理解する。 

 ・乗法九九（５，２，３，４の段）の構成のしかたを理解する。    

 

３ 単元について 

 （１）単元について 

      児童は、これまで「１０を６こ集めた数は６０である」といったような数の理解と関連づけて、  

ひとまとまりになっている数とまとまりの個数からものの総数を求めるなどの具体的な活動を通  

して、乗法の素地的な学習をしてきた。 

この単元では、これらの学習に基づき、「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜんぶの数」とし

て乗法を意味づけ、おはじきで乗法場面を表現したり、身の回りで乗法が適用できる場面を探し

たりする活動など取り入れ、乗法の意味を確実にしていく。そして、５，２，３，４の段を学習

する九九の構成の学習過程では、アレイ図やおはじきなどを活用しながら、乗法の意味の理解を

いっそう確実にするとともに、同数累加をはじめ、乗数と積の関係（乗数が１増えると、積は被

乗数分だけ増えること）にも着目させながら、児童が自ら九九をつくり出すことを大切にする。 

そして、九九を覚えておけば計算が速くでき、便利であることに気づかせ、楽しみながら覚えた

り暗唱したりできるようにかけ算ゲームを取り入れるなどの工夫をしていきたい。 

 （２）児童について 

   学習に対する意識調査では、９名全員が好きな教科に算数を挙げており、学習に対する意欲は

高い。自分の考えで問題を解くことが楽しみと感じている児童が多い反面、解いた問題が誤答で

はないかと不安に感じる児童も多い。 

   レディネステストの結果では、５を単位としていくつ分・「１あたりの数」と「いくつ分」の

問題場面をとらえ答えを求めること・１０とび、５とび、２とびとなっている数の系列の学習に

ついては全員が理解していた。また、未習のかけ算の意味理解と答えを求めることについては３

名が正答を出し、５の段の九九（５×５）は４名が正答であった。 

   発表については、自分の考えを意欲的に説明しようとする児童がいる一方で、説明のための言

葉が不足していたり、どの様に表現したらいいか混乱してしまったりする児童もいるため、個人

差に応じた丁寧な支援が必要であるといえる。 

   自分の考えに自信をもち問題を解くことができ、それを意欲的に説明できるようにさせること

が課題である。 

    



（３）指導にあたって              

   このような実態から、前時の学習との比較により課題把握を確実にさせ、図や具体物を積極

的に使い解決方法の見通しをもたせたり、自力解決を進める中で、不安に感じている児童に対

し個別指導をしたりしながら児童が自信をもって問題に取り組めるようにしていきたい。また、

発表については、全体の場で説明する前に自分で何度か練習をしたり、他の児童や指導者に説

明をしたりするなど段階を踏んだ発表を心がけ、どの児童も積極的に自分の考えを発表できる

ようにさせていきたい。 

             

  （４）単元の関連と発展       

    第１学年         第２学年          第３学年 

                                            
      ↓                         ↓ 
 
                   ↓             ↓ 
                                   
 ↓ 
 
 

４ 指導計画 （２２時間） 

  小単元       学 習 内 容 時数         評 価 規 準 

１ かけ算(１

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「1つの大きさ」「いくつ分」 

をとらえる 

 

 ２ 

 

 

(関)身の回りにある事象の中で、同じ数

 ずつある物の数を工夫して求めようと

 する。 

・乗法の意味 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

(知)数量関係を「１つ分の大きさ」の「

いくつ分」ととらえ、それを簡潔に表

したものが乗法の式であることがわか

る。 

(表)乗法の場面としてとらえられること

 ができる場面を乗法の式に表したり、

 式を読んだりすることができる。 

・乗法の意味を確実にする活動 

 

 

 １ 

 

 

 (表)乗法の場面ととらえられる場面を

 式に表し、乗法の式から場面を表現す

 ることができる。 

・同数累加による九九の答えの求

 め方 

 

 １ 

本時

 

(考)乗法の答えは、被乗数を乗数の数だ

け累加して求められることを考えてい

る。 

・身の回りから乗法を見つけ出す

 活動 

 １ 

 

(関)学習内容を適切に活用して、活動に

取り組もうとしている。 

２ ５のだん, 

 ２のだんの 

 九九 

 

 

・５の段の九九の構成 

 

 

 

 

 １ 

 

 

 

 

(知)５の段の九九の構成のしかたを理解

 している。 

(考)累加の計算や５とびで数えることか

 ら、５の段の九九の構成を考えること

 ができる。 

⑥１０よりおおきいかず

⑩かけ算（１） 

 ①かけ算 

⑪かけ算の筆算（１） 

⑪かけ算（２） 

⑫２０よりおおきいかず

⑭かけ算の筆算（２） 

③ わり算 



 

 

 

 

 

 

・５の段の九九の習熟 

 

 

 ２ 

 

 

(表)５の段の九九を唱えることができ、

 それを用いて身の回りの問題を解決す

 ることができる。 

・２の段の九九の構成 

 

 

 １ 

 

 

(考)５の段の九九と同じ考えを使って２

 の段の九九の構成のしかたを考えるこ

 とができる。 

・２の段の九九の習熟 

 

 

 ２ 

 

 

(表)２の段の九九を唱えることができ、

 それを用いて身の回りの問題を解決す

 ることができる。 

３ ３のだん 

 ４のだんの 

  九九 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３の段の九九の構成 

 

 

 

 

 １ 

 

 

 

 

(考)かける数が１増えるごとに、積はか

 けられる数だけ増えるという性質を使

 って、九九の構成のしかたについて考

 える。 

(知)３の段の九九の構成がわかる。 

・３の段の九九の習熟 

 

 

 ２ 

 

 

(表)３の段の九九を唱えることができ、

 それを用いて身の回りの問題を解決す

 ることができる。 

・４の段の九九の構成 

 

 

 

 １ 

 

 

 

(考)３の段の九九と同じ考えを使って４

 の段の九九の構成のしかたを考えてい

 る。 

(知)４の段の九九の構成がわかる。 

・４の段の九九の習熟 

 

 

 ２ 

 

 

(表)４の段の九九を唱えることができ、

 それを用いて身の回りの問題を解決す

 ることができる。 

・乗法の問題づくり 

 

 

 

 

 １ 

 

 

 

 

(関)乗法を用いる場面をとらえたり、言

 葉や式で表現したりしようとしている。

(考)乗法の場面を見つけ、式に表すこと

 を通して、乗法の意味について考えて

 いる。 

●まとめ 

 

 

 

・力をつけよう 

 

 １ 

 

(表)学習内容を用いて、問題を解決する

 ことができる。 

・たしかめよう 

 

 １ 

 

(知）基本的な学習内容について理解して

 いる。 

 
５本時の指導 

 （１）目標 

       乗法の答えは、被乗数を乗数の数だけ累加して求められることを考えている。 

 （２）仮説に関わる本時の手だて 

   仮説１ 学び合いをさせるための指導の工夫 

  仮説２  考えを表現させるための場の設定の工夫 

 問題場面が把握できるように、図を提示したり半具体物を示したりしながら、課題を確実

につかませることにより、問題解決がスムーズにできるようにする。どの児童も自分の考え

で問題解決したものを手順に従って発表できるように机間巡視をしながら支援する。全体発

表の場では、事前に自分や他の児童との考えの相違点や共通点に注意しながら聞くなどの視

点を与え、よりよい解決方法を考えさせる。                （仮説１） 

 自力解決後に自分の考えが相手に伝わるような説明ができるように工夫し、説明の自主練



習をさせてから、ペア学習に取り組ませる。その際に、聞く側は説明を聞いた後で、はっき

りしない部分について質問をしたり、意見を述べたりしながら相手の児童の発表について聞

くことができるように事前に指示を出しておく。これらのことを通して、発表者の不足して

いた説明にも気づかせていく。                                           （仮説２） 

 （３）具体的な評価の規準と手立て 

  具体の評価 

評価の観点 
 Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる  Ｂに満たない子への手立て

 

   

    考え方 

 

 

  乗法の答えは被乗数を

乗数の数だけ累加して求

められることを考え、そ

れを説明することができ

る。 

  乗法の答えは被乗数

を乗数の数だけ累加し

て求められることを考

えている。  

 

 ８×３の問題場面をおは

じきで表し、全部の数を求め

るように支援する。 

 

 

 （４）展開 

段

階 
  学 習 活 動    予想される児童の反応 

     支 援 活 動 

   （ ◆ 評 価 ） 

 

 

つ

か

む 

 

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学習問題をとらえる。   

・絵を提示し、問題場面を理解

させる。 

 

・聞いていること・分かってい

ることを整理して題意をつか

ませる。 

・「１つ分の大きさ」が８枚で

「いくつ分」が３袋あること

を押さえる。 

 

・前時の学習を掲示しておく。

 

 

 

 

 

 

・本時は乗法の答えを出す方法

 について考える学習であるこ

とを押さえる。 

 

 

  １ふくろに パンが ８まいずつ 入っています。

３ふくろでは、パンは 何まいに なりますか。 

 

 

 

 ・聞いていること 

 

  

 ・分かっていること 

 

 

 ・式 

２ 学習課題をつかむ。 

 ・前時との比較 

 

 

 

 

 

 

・パンは何枚になりますか。 

・１袋に８枚ずつのパンが入って

 いる。 

・３袋ある。 

 

 

・８×３ 

 

・かけ算の式になるように、おは

じきを並べた。 

・並べたおはじきを見て、かけ算

 の式を考えた。 

・今日は、かけ算の答えを出す勉

 強だ。 

      ８×３の答えを考えよう  

 

 

 

 

予

想

す

る 

 

４ 

分 
 

３ 答えや解決方法を予想

する。 

・答えを予想する。 

  ・解決方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

・３０より少ない。 

①おはじきを使う。 

②絵図をかく。 

③たし算(1) 

④たし算(2) 

 

 

 

 

・解決方法がはっきりしない児

 童には具体物を提示し、見通

 しをもたせるなどの支援を行

 う。 

 ４ 自分の考えた方法でや   



や

っ

て

み

る 

 

1０ 

分 

 

 

ってみる。（自力解決） 

 

  ①おはじきを使う。 

 

 

 

 

 

 ②図をかく 

 

 

 

 

 

 

 ③たし算(1) 

 

 

 

 ④たし算(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

        

        

        

  ８ ＋ ８  ＋ ８＝２４ 

   ８×３＝２４ 

・①や②の方法で問題解決をす

 る児童には、８×３の場面に

 なるようにおはじき並べさせ

 たり、図をかかせたりして答

 えを考えさせる。 

 

 

 

・机間巡視をし、たし算の計算

で間違いがないように注意を

させる。 

 

・自力解決が早く終わった児童

 は、違う方法にも挑戦させる。

 それも終わったら、説明の練

 習をさせ、その後、自力解決

 が終わっている他の児童に説

 明を聞いてもらう。 

◆乗法の答えは被乗数を乗数の

 数だけ累加して求められるこ

 とを考えている。（シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 □□□□□□□□ 

 □□□□□□□□ 

 □□□□□□□□ 

    ８＋８＋８＝２４     

  ８×３＝２４ 

 

 

 

 

 ８＋８＝１６   

１６＋８＝２４ 

     ８×３＝２４ 

 

 

 

 

 

 ８＋８＋８＝２４ 

     ８×３＝２４ 

 

た

し

か

め

る 

 

1３ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

５  発表し合いみんなで確

かめ合う。  

  

・共通点 

 

 

・相違点 

・よいやり方 

 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

 

・たし算をして答えを見つけてい

 る。   

・１つずつ数えて答えを出してい

 る。 

・たし算で計算すると速い。 

・たし算はいつでもできる。 

 

・時間に余裕があれば、同じ解

決方法でも何人かに発表の機

会を与える。 

・他の児童の発表を聞くときは

 共通点・相違点に気をつけさ

 せる。 

 

 

 

 

 

・８×３は、８を３つ分足して

答えを出すことを図と結びつ

けながら押さえる。 

 

 

 

 

 

      ８×３＝２４ 

      ８＋８＋８＝２４ 

 ８×３の答えは、８＋８＋８の計算で求めること

ができる。 

 

 

 

 

  

ふ

り

か

え

る 

 

1３ 

分 

７ 練習問題を解く。 

 

  ①４×５＝ 

  ②３×７＝ 

 

 

８ ふりかえる 

 

 

 

①４×５＝２０ 

 ４＋４＋４＋４＋４＝２０ 

②３×７＝２１ 

 3＋3＋3＋3＋3＋3＋3＝２１ 

・難しかったけど、かけ算の答え

 の出し方が分かった。 

 

 

 

               

 

 

・本時の学習で新しく分かった

 こと・できたこと・他の児童



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 次時の学習内容を知る。 

 

 

・分からなかったことが○○さん

 の説明を聞いて分かった。 

・うまく説明することができた。

     

 

 

 

 

 の説明で良かったところなど

 発表させる。 

 

 

・次時は、「学校の中でかけ算

の式に表すことができるもの

を探す」学習をすることを知

らせ、学習への意欲を持たせ

る。 

 

   （５）個への手立て   （省略） 

      Ａ児  

Ｂ児   

Ｃ児   

Ｄ児   

Ｅ児   

Ｆ児   

Ｇ児   

Ｈ児   

Ｉ児   

 

   （６）板書計画 

 

もんだい                          かだい                      まとめ 

 

 

 

 

 

 

 １ふくろに パンが ８まい

ずつ 入って います。 

  ３ふくろでは、ぱんは、何まい

になりますか。 

           絵 

 

 

 

８×３の答えを見つけよう。  ８×３＝ 

 ８＋８＋８＝ 

 

８×３の答えは、 

 ８＋８＋８のけいさん

でもとめることができる。

 

 

 

 

  しき    ８×３ 

  よそう  ３０より少ない 

 

  やり方 たし算 

      図 

          おはじき 

 

  

 

 

 

 

 

自力解決 

(おはじき)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自力解決 

  （図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自力解決

 たし算 

  （１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力解決 

 たし算 

  （２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 


